
 

 

 

 

 

第２０９号 ２０２１年４月 

■第２０９回例会記録 

 ・日 時  202１年 3 月 27 日（土） 14：00～16：00  

・場 所  ユニティ・セミナー室 3   ・参加者 23 名 

・テーマ  「ユースステーション西」って、どんなところ？ 

 ・発表者  藤崎美夕紀氏（流通科学大学） 

       芝 和子氏（NPO ユースプラザ西 2009） 

 

■自己紹介（藤崎さん） 

・現在 流通科学大 人間社会学科 4 回生 

・児童ボランティア部、ユースステーション西、遊びの工房など 

に所属し、ボランティア活動に参画。 

・座右の銘は、「顔晴る」―「頑張る＋楽しむ＝笑顔」 

■児童ボランティア部 ALL-IN での活動－自身の人生に活かす 

・ALL-IN とは、『全てが集まってひとつになる』という意味の 

 造語で、子どもを対象としたボランティアを主な活動とし、 

児童館への訪問やこども食堂への参加、地域イベントでは、 

バルーンアートをプレゼントする。 

・目的は、ボランティア活動を通して、自分の将来に少しでも 

プラスになるような体験をし、「人・モノ・場所」に出逢い、 

今後の自身の人生に活かす。 

■ユース西での活動－中高生と一緒に 

・ユース西とは、青少年（中高生）を対象とした事業を実施 

している「居場所づくり施設」で、青少年が考える企画を 

「夢企画」とし、青少年の自主的な「やりたい」を実現 

 できる場を提供している。 

○事業としては、 

１， スペース提供 談笑、自習などへフリースペース提供、 

フットサルなどの登録サークルへの施設提供。 

２， 夢企画 中高生（青少年隊）自身が考えだし、企画 

運営する活動（かるた大会、ふれあいゲーム大会） 

３，自主事業（ユース西夏祭り、わぃわぃフェスタ） 

４，くらぶ活動 お菓子作りくらぶ、手芸くらぶなど 

５，定例活動 折り紙、将棋、卓球、フットサルなど 
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○大学生（青少年スタッフ）は、中高生と一緒に取り組む。 

 「青少年隊」（中高生）は自分の「したいこと」を夢企画 

として実現し、「青少年スタッフ」（大学生）は夢企画を 

青少年隊と一緒に企画運営に取り組む。 

「大人スタッフ」は、それらの活動を見守り、アドバイス 

等を行う。 

○ユース西の魅力とスタッフが大切にしていること 

 

 

 

 

 

 

■最後に・・・「自身の成長に繋げる」  私にとって「ボランティアは、居場所」 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                           

 

 

 

 

＜意見交換＞ 

◇青少年スタッフとのかかわりは。 

→本人たちは完璧と思い、問題点に気づいていないが、やらせてみる。失敗から成長している。（芝） 

→オンラインゲームを企画したが、参加少なかった。もうだめだと思ったが、これからが大事だよと 

 アドバイスを受けた。（青少年スタッフ） 

→小４からユース西に来ている子が、卒業後も関わってくれる。活動する中で、おもしろがって続いている。 

 さらに、後輩を連れてきてくれる。（芝） 

◇西神南にも、高校生の居場所を。 

 →西神中央に、西区全体の居場所がある。地域では、児童館がその役割だが、高校生の居場所もあればいいが。 

  私は、最初、ボランティアで参加。その後、NPO の立ち上げにも参加した。地域のだれかがやればと思う。 

  どうでしょう。（芝） 

◇会社やめた後、ユース西の運営に参加。元気な中高生と交流できた。ユース西は中高生の居場所だけど  

 「おっさんの居場所」でもある。     （文責 橋本） 

西神ニュータウン研究会   〒651-2103 神戸市西区学園西町 1-1-1  ＵＮＩＴＹ内 
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